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12 CIAS Discussion Paper No. 31　洪水が映すタイ社会──災害対応から考える社会のかたち
が起こるのはなぜなのか」についてどう説明するかを
日々問われることになりました。こうしたプロセスの
なかで、スマトラの場合は「流動性の高い社会である」
──別の言い方をすると、「スマトラは住居や生業な
どの生存基盤が流動的な社会である」と説明すること
で、防災や人道支援の人たちにスマトラ社会の特徴を
伝えることができるという考えに至りました。
　このようなかたちでスマトラの社会の特徴が捉え
られることを通じて、たとえば外助を前提とする災害
対応、つまり、何か起こったときに必ず外から助けが
くる、あるいは助けられるような状況にしておく社会
を作ることが、この社会に見合った防災であり人道支
援ではないかという知見が得られました。
災害対応の現場は
新たな地域研究の実践の場
　これは、外助を前提とする災害対応というスマトラ
の社会に即した災害対応の考え方が生まれた例でも
ありますが、同時に、地域を理解しようとする地域研
究者の側からすると、この社会を説明するときにどの
ような説明の仕方をするとほかの地域の災害の経験
にも活かせるかたちになるのかを考えるプロセスを
得ることができました。流動性の高い社会というまと
め方をすると、ほかの地域やほかの事例について考え
るうえで有効なのではないかというところまで至っ
ています。
　このようなことは、おそらくほかの災害対応の現場
でも起こることだろうと思います。災害とは専門分野
を超えてさまざまな人がいっしょに特定の事象につ
いて考える場だからです。そこで地域の専門家は、ど
のようにしてほかの分野や事例に関わる人たちにも
わかるかたちで地域について説明する言葉を得られ
るのかが問われています。そういったところから、災
害対応の現場とは地域研究の新しい方法を実践する
場になっていると思います。
　スマトラのモデルは、単純化されていてモデルにふ
さわしいものだと思います。災害の直前は紛争で戒厳
令が敷かれて鎖国状態であり、災害後に関わってきた
のが防災と人道支援の二つでした。他方で、東日本大
震災の場合は人道支援は引っ込んでいて、国内のボ
ランティアや行政の役割が大きかったと思います。ま
た、タイの場合は、もしかしたら企業や外国人という
要素もあるかもしれません。本日はそのようなお話も
聞ければと思っています。
　タイという国は現在、さまざまな階層・集団に分か
れて反目しあう状況にあって、あらゆる出来事が政治
的事件として見られがちです。今回の洪水も、その要
因や政府の対応を巡る対立や政治的な論争を引き起
こし、揚句には陰謀説まで出ました。こうした議論の
主な論点になっている政府対応の問題点や洪水の要
因について、工学的な視点から状況を整理することを
目的としてお話しします。
　また、今回タイの洪水について注目していらっしゃ
らなかった方もおられるかもしれませんので、洪水の
全体像についての解説も盛り込みます。
洪水の根本原因は
台風、熱帯低気圧などによる大量の降雨
　洪水の根本的な原因は、タイ全土に大量の降雨が
あったことです。昨年はラニーニャによって世界的に
異常気象の状況にありました。日本でも冬が異常に寒
いとか大雪が降るとかいう影響があったように、タイ
でも、平年より多い五つの熱帯低気圧もしくは台風が
真上や近くを通りすぎました。平均では年に三つ弱ぐ
らいです。
　それに加えて、モンスーンによる降雨・季節風によ
る降雨も、例年より多くもたらされました。台風がタ
イ周辺を通過しはじめる６月、７月以降にタイの各所
で洪水が発生し、北部に洪水被害をもたらした水が最
終的に集まるメコン・デルタで、雨季の終わりに大規
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